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地磁気擾乱の原因
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地磁気擾乱の原因

• 惑星間空間磁場の南北成分 (Bz)が大きく南• 惑星間空間磁場の南北成分 (Bz)が大きく南

向きを示す時、太陽風が高速の時、に地磁気
擾乱が発生しやすい擾乱が発生しやすい。

• 地磁気擾乱の原因となる現象には、回帰的な
ものと突発的なものがある。

(参考)(参考)

• 太陽風の地球への到達時間

• 約3日前後

太陽風磁場（南北成分）

約3日前後

• 太陽の自転

• 27日で１回転• 27日で１回転



長期的傾向
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長
地磁気活動は、夏冬より春秋が高め



地磁気擾乱の原因となる現象 突発的なもの
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地磁気擾乱の原因となる現象 ‐‐‐‐‐‐突発的なもの

CME(Coronal Mass Ejection:コロナガス噴出現象)CME(Coronal Mass Ejection: コ ナガス噴出現象)

惑星間空間磁場の南向きが大きくなることがある。そ
の場合 地磁気嵐が起きうるの場合、地磁気嵐が起きうる。

注）すべ が地球に到達するわけ はな注）すべてのCMEが地球に到達するわけではない。

コロナグラフで見たCME（Coronal Mass Ejection）

http://st4a.stelab.nagoya‐u.ac.jp/kusano/research/

電磁流体力学シミュレーションで再現されたコロナ質量放出(CME)に
おける磁力線の3次元構造（草野）
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地磁気擾乱の原因となる現象 ‐‐‐‐‐‐回帰的なもの気

コロナホ ル• コロナホール
– 高速流が出ているところ
27日回帰性を持つ– 27日回帰性を持つ

– 寿命‐‐‐‐‐‐1回転以上数回転
– 低緯度にあるものに注意低緯度にあるものに注意

SOHO（ESA,NASA)
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予報のLeading time
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予報のLeading time

27日27日
太陽の自転１回転にかかる日数。したがって前回転や
前々回転でコロナホールによる高速太陽風が来た時期に前々回転でコロナホ ルによる高速太陽風が来た時期に、
27日を足して、次の到来月日を推定。

注）コロナホールが何回転続くかについては、観測で確認
する必要あり。

2～3日
CMEの場合、太陽での観測から2～3日後に、プラズマ雲
がやってくる。

当日（1時間前）当日（1時間前）
地球より少し上流に位置するACE衛星などによる観測
デ タが参考となるデータが参考となる。


